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サポート情報 - TC Support Interactive
TC Support Interactive（www.tcsupport.tc）は、オンラインのサポート及び情報提供のための

ウェブサイトです（英語のみ）。TC Support Interactiveでは、TCソフトウェア／ハードウェア製

品に関する一般的な質問の解答を、製品／カテゴリー／キーワード／フレーズから検索可能です。一

度サイトで登録を行えば、「My Stuff」セクションから、質問の状況を調べたり、製品マニュアル

やソフトウェア・アップデート、プリセット等のダウンロードも行えます。

データベースは TC製品に関する最新の情報が満載です。お求めの情報がデータベースにない場合は、

質問を提出することも可能です。この場合は、TCのテクニカル・サポートのスタッフが電子メール

でご連絡させていただきます。

連絡先

また、インターネット以外でのお問い合わせにつきましては、各地域の TC支社または輸入代理店

までご連絡ください。

TC ELECTRONIC A/S
Customer Support
Sindalsvej 34
Risskov DK-8240 
Denmark

USA:
TC Electronic Inc.
5706 Corsa Avenue, Suite 107
Westlake Village, CA 91362

www.tcelectronic.com

© BY TC ELECTRONIC A/S 2006. ALL PRODUCT AND COMPANY NAMES ARE
TRADEMARKS OF THEIR RESPECTIVE OWNERS. VST IS A TRADEMARK OF
STEINBERG AG, AUDIO UNITS IS A TRADEMARK OF APPLE COMPUTER, INC. ALL
SPECIFICATIONS SUBJECT TO CHANGE WITHOUT NOTICE. ALL RIGHTS
RESERVED. TC ELECTRONIC IS A TC GROUP COMPANY.
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動作環境
Macintosh

デスクトップ機、iBook、または PowerBook

G4または G5、733MHz以上

Mac OS 10.3.6、あるいはそれ以降

最低 512MB RAM

Windows

デスクトップまたはラップトップ機

Pentium 4、1.4 GHz以上

Windows XP、あるいはそれ以降

最低 512MB RAM

PowerCore全種類に対応

VST／ Audio Units／ RTAS※対応のホスト・アプリケーション（Logic、Nuendo、Live、

Digital Performer等）

※ RTAS（Pro Tools）には FXpansion社の VST - RTASアダプター経由で対応（オプション）。対応状況については、

www.tcsupport.tcをご参照ください。

基礎情報
スクロールホイール対応

Windows XP／Mac OS X共に、ホスト・アプリケーションが対応している場合は全てのパラメ

ーターをスクロールホイールから操作できます。マウスをパラメータの値フィールドの上に移動

し、スクロールホイールを動かすと、パラメーターの値を上下できます。

キーボード・ショートカット

ほとんどのホスト・アプリケーションでは、次のキーボード・ショートカットが使用できます。

次のショートカットは、全てのパラメーターに有効です。

キーボード・ショートカット: Mac OS X

ファイン調節 = アップル・キー

ディフォルト値への回帰 = オプション

コンテキスト・キー = コントロール＋マウス・クリック

キーボード・ショートカット: Windows

ファイン調節 = Alt

ディフォルト値への回帰 = シフト + コントロール

コンテキスト・キー = 右マウス・クリック
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はじめに
この度は、Fabrik Cプラグインをご購入いただき、誠にありがとうございます。Fabrik Cは、プ

ロフェッショナルなオーディオ・プラグインの活用法に革新をもたらすMINT™（Meta Intuitive

Navigation Technology＝メタ・インテュイティブ・ナビゲーション・テクノロジー）を採用して

います。MINT™はオーディオの扱いに、シンプルで直感的な操作で極めて効果的な結果を得るこ

とを可能にし、その結果、インスピレーションをかき立てるユーザー・インターフェイスを実現し

ています。多くの場合、プロフェッショナルなツールは高度で煩雑な作業を伴うと思われがちです

が、Fabrikはこの固定観念を覆します。Fabrikプラグインはオーディオの扱い方に新しいアプロ

ーチを採用しながら、多くの賞に輝く TCの技術を投入することにより最上級の音質を実現してい

ます。

Fabrik Cは、1つのプラグインに EQとディエッサー、そして 3バンド・コンプレッサー／リミ

ッターを統合した、チャンネル・ストリップです。MINT™を採用することにより、最小限の

コントロールで全てのパラメータをコントロールできます。EQセクションはハイパス／ローパ

ス・フィルター搭載の 4バンド・パラメトリックで、フィルター・タイプは 4種類から選択で

きます。ディエッサーは、フェーダー 1本による操作ながらも、本格的な作りとなっています。

コンプレッサーは、3バンドのインテリジェント・コンプレッションを行い、最高のコンプレッ

サーの一つでありながら、一般的なコンプレッションによる好ましくない副作用を回避した処

理が行えます。コンプレッション・セクションはリミッターも統合しており、オーバーシュート

を心配することなく音楽的な使い方ができます。

MINT™を採用することにより、分厚いマニュアルは不要となりました。耳で操作が行えます。

主な機能
• MINT™（メタ・インテュイティブ・ナビゲーション・テクノロジー）

• 3セクション構成： EQ／ディエッサー／コンプレッサー

• 直感的でシンプルな操作によるパラメーター操作

• 4バンド・パラメトリック EQ

• スケーラブル・ディエッサー

• 3バンド／フルバンド・コンプレッサー

• リミッター

• 少ないツマミで多くのパラメーターを操作可能

• 定評ある TCテクノロジー

• Windows XP／Mac OS X対応

• VST／ AU対応

• 24/96対応

• 48ビット・ダブル・プレシジョン内部演算
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プラグイン概要

フルバンドと 3バンド・コンプレッション
Fabrik Cは、3バンドとフルバンドのコンプレッション・モードを搭載しています。Fabrik Cは

ミックス用のマスタリング・ツールではなく、単体のソースで使用することを想定してデザイン

されているため、3バンド・モードがどの様に使用できるか、不思議に思われるかもしれません。

原則として、ソースの周波数レンジが広く、ピークが特定の周波数帯に偏っている場合は、3バン

ド・モードの方が適していると言えます。逆に、トランペット・セクションやバック・ボーカル

など、周波数レンジが小さい素材では、フルバンド・モードで良好な結果が得られます。

いくつかのシナリオを想定して、コンプレッション・モードの使い分け方をを解説します。

ベースに対する 3バンド・コンプレッション

ベースに対して 3バンド・コンプレッションを使用する場合、高周波数帯をそのまま通しながら、

低周波数帯に対してのみコンプレッションを施す使用法が考えられます。こうすることにより、

サステインを得るなどのコントロールが行え、倍音に影響することなくベースにパンチを与える

ことができます。
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グループされたセクションに対する 3バンド・コンプレッション

グループを組んだソースの集合体に対してコンプレッションを行いたい場合は、3バンド・モード

は極めて効果的になりえます。3つの周波数バンドに対して独立したコンプレッション設定を行え

るため、ミックス全体に透明感を与えることができます。

ボーカルに対するフルバンド・コンプレッション

密着度が高く空気感のあるヴォーカルを得るには、フルバンド・コンプレッションを使用し、遅

いアタックと速いリリースを使用します。一度コツさえつかめれば、極めてシンプル且つ効果的

なテクニックです。

ギターに対するフルバンド・コンプレッション

音程感の強い楽器でも、適切なプロセッシングを行うことによりパーカッシブな方向に変貌させ

ることができます。リズム・ギターにフルバンド・コンプレッションを施すことにより、演奏の

リズムやパーカッシブな特徴を強調した、シャープでファンキーな効果を得ることができます。

リミッター
リミッターは、ソースで稀に生じる極端なピークによるオーバーロードを防ぐ目的に使用します。

これは、コンプレッサーでは十分に捉えきれない、または抑えきれないピークに対して有効です。

コンプレッサーとリミッターを 2段階で使用する手法では、コンプレッサーをソフトなダイナミ

クス圧縮に、リミッターを極端なピークの制圧に使用します。

EQセクション
Fabrik Cの EQセクションは 4バンドのパラメトリック構成で、ハイ／ローパス・フィルターを

内蔵しています。ノッチ／パラメトリック／シェルビング／カットのフィルター・タイプを選択

できます。ノッチフィルターは極めてシャープで、0.01オクターブまで範囲を狭めることができ

ます。よりゆるやかなカーブが求められる場合は、3／ 6／ 9／ 12dB/oct.のスロープを得られ

るシェルビング・タイプを使用します。カット・フィルターでは最大 12dB/oct.のフラット・ア

ンプリチュードと、フラット・グループ・ディレイのタイプが使用できます。ナチュラルで「礼

儀正しい」バンドワイズが欲しい場合には、パラメトリックを選択します。

ディエッサー
ディエッサーとは、歯擦音などのシビランスの周波数帯域にのみ作動する種類のコンプレッサー

です。ヴォーカル・トラックなどでは「サ」行の音のみが強い場合があり、この様な状況におい

てディエッサーは有効です。

ヘッドルーム
Fabrik Cの内部処理は、クリッピングを回避するために全て 48ビットで行われ、リミッターの

出力まで 24ビットにトランケートされない様に設計されています。
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シグナル・フロー - 3バンド・モード

この図は、3バンド・モードにおけるアルゴリズムのシグナル・フロー図です。図の通り、信号は

まず 4バンド・パラメトリック EQを通ります。次に、信号は Lo／Mid／ Hiの 3つの帯域に分

割され、それぞれ独立してコンプレッションが施されます。バンド間のクロスオーバー周波数は、

Source Type（ソース・タイプ）で設定します。メイクアップ・ゲインによるゲインの補完が行

われた後に、信号はリミッターを通ります。

シグナル・フロー - フルバンド・モード

フルバンド時におけるシグナル・フローは 3バンドと共通しており、違いはコンプレッションの

種類にあります。3バンド・モードでは周波数帯域を分割してそれぞれの帯域に独立してコンプレ

ッションを行うのに対して、フルバンド・モードでは信号全体に対してコンプレッションを行い

ます。

Parametric

EQ

Make-up

Gain

Limiter

Comp

In Level

Comp/

De-Esser

Parametric

EQ

Comp/

De-Esser Make-up

Gain

Limiter
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Split

Filter

+Mid
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Comp

In Level

Hi
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EQセクション
Fabrik Cの EQセクションは 4バンドのパラメトリック構成で、ノッチ／パラメトリック／シェ

ルビング／カットのフィルター・タイプを選択できます。ノッチフィルターは極めてシャープで、

0.02オクターブまで範囲を狭めることができます。よりゆるやかなカーブが求められる場合は、

シェルビング・タイプを使用します。カット・フィルターでは最大 12dB/oct.のフラット・アン

プリチュード（バターワース）と、フラット・グループ・ディレイ（ベッセル）のタイプが切り

替えられます。調節したいバンドのハンドル（1／ 2／ 3／ 4）を選択して BW/Type（バンドワ

イズ／タイプ）を設定、次にハンドルを移動して周波数とゲインを調節します。

BANDS ON/OFF - バンド ON/OFF

各バンドを ON/OFFします。

FREQ.／ GAIN - 周波数とゲインの調節

アクティブなバンド（1／ 2／ 3／ 4）を左マウスでクリック－ドラッグすることにより、周波数

とゲインを調節できます。

BW/TYPE - バンドワイズ／タイプ

まずは、バンドを選択します。次に、カーソルを BW/Typeフィールドに移動し、左マウスをクリ

ックしながらマウスを上下に移動することにより、タイプ／バンドワイズを変更できます。

Low／Mid／ Highフィルターではそれぞれ異なるタイプのフィルターが選択できます。詳細は、

次ページの解説をご参照ください。

BYPASS - バイパス

ボタンをクリックすると、EQセクションがバイパスされます。

バンド ON/OFF

ハンドルを

ドラッグして

選択／調節
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FILTER TYPES - 
フィルター・タイプ
Loと Hiフィルターでは、 Parametric ／

Notch／ Shelve／ Cutが選択できます。

Mid 1／Mid 2では、Parametricと Notchが

選択できます。

Parametric Filter（Broad Type）-

パラメトリック・フィルター（ブロード・タイプ）

Shelving Filter - シェルビング・フィルター

Notch Filter（Narrow Type）-

ノッチ・フィルター（ナロー・タイプ）

Cut Filter（Bessel Type）-

カット・フィルター（ベッセル・タイプ）

Cut Filter（Butterworth Type）-

カット・フィルター（バターワース・タイプ）
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Type - タイプ

ノッチ・フィルターのゲイン・レンジ：

Loゲイン： -inf（無限）、-97dB ～ 0 dB

Mid1ゲイン： -inf（無限）、-97dB ～ 0 dB

Mid2ゲイン： -inf（無限）、-97dB ～ 0 dB

Hi ゲイン： -inf（無限）、-97dB ～ 0 dB

ノッチ・フィルターのレンジ：

Lo BW： 0.02 oct. ～ 1 oct.

Mid1 BW： 0.02 oct. ～ 1 oct.

Mid2 BW： 0.02 oct. ～ 1 oct.

Hi BW： 0.02 oct. ～ 1 oct.

パラメトリック・フィルターのレンジ：

Lo BW： 0.1 oct. ～ 4 oct.

Mid1 BW： 0.1 oct. ～ 4 oct.

Mid2 BW： 0.1 oct. ～ 4 oct.

Hi BW： 0.1 oct. ～ 4 oct.

シェルビング・フィルターのレンジ：

Lo BW： 3 dB/oct. ～ 12 dB/oct.

Hi BW： 3 dB/oct. ～ 12 dB/oct.

カット・フィルターのタイプ：

Lo BW： Bessel（ベッセル）／

Butterworth（バターワース）

Hi BW： Bessel（ベッセル）／

Butterworth（バターワース）

バンドワイズ／ Q変換早見表

BW Q

0.5 2.87

0.7 2.04

1.0 1.41

Freq - 周波数

周波数レンジ：

Loバンド： 20 Hz ～ 20 kHz

Mid1バンド： 20 Hz ～ 20 kHz

Mid2バンド： 20 Hz ～ 20 kHz

Hi バンド： 20 Hz ～ 40 kHz

Gain - ゲイン

値を変更するには、Gainフィールドをクリック

しながらマウスを上下に移動します。

パラメトリック／シェルビング／

カット・タイプのゲイン・レンジ：

Loゲイン： -12 dB ～ +12 dB

Mid1ゲイン： -12 dB ～ +12 dB

Mid2ゲイン： -12 dB ～ +12 dB

Hi ゲイン： -12 dB ～ +12 dB
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GAIN CONTROL - ゲイン・コントロール

ゲインの設定は極めて重要です。In Gain（イ

ン・ゲイン）が高い程、信号がコンプレッサー

のスレッショルドにかかる様になります。

•「G」を上下左右にドラッグすることにより、

ハンドル一つで In GainとMake Up Gain

（メイクアップ・ゲイン）が同時に調節でき

ます。

スレッショルドは、ソース・タイプの種類によ

って自動的に設定されます。GAINセクション

は、信号がどれだけスレッショルドにかかるか

を調節することを可能とします。

コンプレッサーのパラメータ設定によって、レベ

ルは変わります。Make Up Gainパラメータは、

このレベル変更を補正する用途に使用します。

In Gainレンジ：-18～ +18 dB

Make Up Gain：-18～ +18 dB

コンプレッション
3-BAND及び FULL-BANDモード

GAIN CONTROLページ

SOURCE SELECTION - ソース選択

処理したい素材の種類を選択します。

•「S」を上下左右にドラッグし、ソースに一

番近い種類のタイプを選択します。

各タイプは、アタック／リリース／スレッショ

ルド／レシオといった、コンプレッションの主

要パラメータの組み合わせを変更します。

ヴォーカル向け：

Female Vocal（女性ヴォーカル）／ Male

Vocal（男性ヴォーカル）／ Speak（語り）／

Choir（合唱団）

インストゥルメント向け：

Guitar（ギター）／ Piano（ピアノ）／ Perc

（パーカッション）／ Kit（キット）

打楽器向け：

Kick（キック）／ Snare（スネア）／ Perc

（パーカッション）／ Kit（キット）

フルレンジ素材向け：

Mix Rock（ロック）／Mix Soft（ソフト）／

Mix Acoustic（アコースティック）／ Mix

Purist（ピューリスト）

コンプレッション
3-BAND及び FULL-BANDモード

SOURCE SELECTIONページ
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COMPRESSOR CONTROL - 

コンプレッサー・コントロール

Low／Mid／ Highパラメータは、3つのバン

ドに対するコンプレッションの量を示します。

•「C」を上下左右にドラッグすることにより、

3つのバンドのコンプレッション量の分布を

指定できます。

低い周波数帯にコンプレッションの重点を置き

たい場合は、「C」を Low寄りに移動します。

中・高域にしたい場合は、同様にMid／ Hi寄

りに移動します。

Gainパラメータはコンプレッサーの入力ゲイン

と出力のメイクアップ・ゲインを調節するのに

対し、Compresson Controlは 3つのバンド

それぞれに対するコンプレッションの量を調節

します。

コンプレッション
3-BANDモードのみ

COMPRESSOR CONTROLページ

LEVEL CONTROL - レベル・コントロール

コンプレッションの強さによって、バンド毎の

レベルをそれぞれ補正する必要が生じるかもし

れません。

•「L」を上下左右にドラッグすることにより、

3つのバンドのレベルを指定できます。

GainページのMake-up Gain機能は信号全体

に対してレベルの補正を行いますが、ここでは

バンド毎のレベルを個別に調節できます。

コンプレッション
3-BANDモードのみ

LEVEL CONTROLページ
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•「C」「L」「G」いずれかのハンドルを左マウ

スボタンでグラッブします。

• Altキーを押しながらマウスを移動します。

「コンパス」機能が起動し、ハンドルを移動

する方向を 2～ 6つから選択できます。

• 左マウスボタンは押したままで Altキーを離

し、マウスを移動します。ハンドルは、指定

された方向のみに移動します。

• マウスボタンをリリースすると、グリッドが

リリースされます。

パラメータの調節 - コンプレッサー・セクション
前セクションの解説にもある通り、コンプレッションの 4ページでは「S」「G」「C」「L」の各ハ

ンドルを移動することによりサウンドを調節できます。ハンドル操作には、いくつか追加の機能が

用意されています。

Grid - グリッド

Sourceページの「S」ハンドルは上下または左右にしか移動しませんが、Compression Control

／ Level／ Gainページの「C」「L」「G」ハンドルは全ての方向に移動できます。しかし、ハンド

ルを一つの方向にだけ動かしたい状況に遭遇するかもしれません。その場合は、グリッド上でハン

ドルが移動する方向をロックすることができます。

コンプレッション
FULL-BANDモード

「3-BAND」にチェックがついていない場合、コ

ンプレッサーはフルバンドで作動します。

3バンド・モードでは、「C」（Compression

Control）と「L」（Level）は 3バンドのコンプ

レッションの分布とレベルを調節します。

フルバンド・モードでは、これらのコントロー

ルは重複するため、使用できません。フルバン

ド・モード時には「S」（Source Select）と

「G」（Gain）のみが使用できます。フルバンド

時の使用例は、ページ 6～ 7をご参照ください。
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Limiter - リミッター

Fabrik Cはリミッターを搭載しています。リミッターは、ソースで稀に生じる極端なピークによる

オーバーロードを防ぐ目的に使用します。これは、コンプレッサーでは十分に捉えきれない、また

は抑えきれないピークに対して有効です。コンプレッサーとリミッターを 2段階で使用する手法で

は、コンプレッサーをソフトなダイナミクス圧縮に、リミッターを極端なピークの制圧に使用しま

す。

Threshold - スレッショルド

設定レンジ：-24dB～ 0dB

リミッターを通過する最大のレベルを指定します。-0.1dBの設定を推奨します。

De-Esser - ディエッサー

ディエッサーは、歯擦音などのシビランスの周波数帯域にのみ作動する種類のコンプレッサーで

す。ヴォーカル・トラックなどでは「サ」行の音のみが強い場合があり、この様な状況において

ディエッサーは有効です。

また、ディエッサーは、バックグラウンド・ボーカルなどで複数のヴォイスがリード・トラック

と同じ「サ」行の音を重ねている場合にも便利です。

ディエッサーは、3バンドとフルバンド・モードいずれの状態でも使用できます。

Bypass - バイパス

ディエッサーを ON／ OFFします。

Amount - 適用量

設定レンジ： 0～ 100%

ソースを再生しながらスライダーを左から右に動かし、ディエッサーの適用量を指定します。ディ

エッサーは一部の高周波数成分を除去しますので、Amountパラメータを必要以上に高く設定す

ることはしないでください。



日
本
語

16 / Fabrik C

プリセット管理
プリセット管理はファイル・ベースで行ないます。これは、極力理解しやすく、シンプルにプリ

セットを管理するための配慮で、ユーザーのワークフローに合わせた形でプリセットを整理でき、

他のホスト・アプリケーションやプラットフォームを使用している環境との間でもプリセットの

交換が簡単に行える利点をもたらします。プリセットは、それぞれ個別のファイルとしてハード

ディスク上に保存されます。一度プリセットをディフォルトの位置に保存すると、プラグインを

使用する時に自動的に「FILE」メニューに選択肢としてあらわれます。サブフォルダにも対応し

ているため、ユーザーの希望する作業スタイルに合わせて、削除、移動、新しいサブフォルダの

作成などを行えます。プリセットのフォルダはプロジェクト別やクライアント別、または用途別

など、ユーザーが整理しやすい方法を自由に選択できます。

NOTE: フォルダ内に最低一つのプリセットが含まれていないと、フォルダはプリセット・フ

ァイル・メニューに表示されません。

Preset File Menu - プリセット・ファイル・メニュ－

FILEボタンを押すと、ファイル・メニューが開き、次の操作が行えます。

プリセットのロード

LOADを選択すると、共有フォルダを含む、システム上で読み込み権限のある任意のフォルダを選択

できます。ディフォルトでは、Fabrik Cプリセットのディフォルト位置からロードされます。ポッ

プアップ・メニューには、Fabrik Cプリセット保存用のディフォルト位置にあるプリセットのみが

表示されます。

プリセットの保存

SAVEを選択すると、共有フォルダを含む、システム上で書き込み権限のある任意のフォルダを選択

できます。ディフォルトでは、Fabrik Cプリセット保存用のディフォルト位置に保存を行います。

リコール時のセクション・ロック機能
プリセットをリコールした際に特定のセクションの設定が変わらない様にロックすることが可能で

す。こうすることにより、例えば、現在の EQ設定のみを固定させて、他のプリセットのディエッサ

ーとコンプレッサー設定のみを変更する、といったことができます。

セクションの設定をロック／アンロックする方法

該当するセクションのロックをクリックすます。

ロック状態　アンロック状態



Fabrik C /  17

日
本
語

プリセットの保存場所

Fabrik Cプリセットは、次のプラグイン固有のフォルダに保存されます。

OS X

ファクトリ－・プリセット：

\ Library \ Application Support \ TC Electronic \ Fabrik C \ Presets

ユーザー・プリセット：

~ \ Library \ Application Support \ TC Electronic \ Fabrik C \ Presets

「~」は、ユーザー・フォルダ内のユーザー名のフォルダを示します。

Windows

ファクトリ－・プリセット：

~ \ TC Electronic \ Fabrik C \ Presets

ユーザー・プリセット：

My Documents \ TC Electronic \ Fabrik C \ Presets

「~」は、システム・ディスク内の、Program Filesフォルダを示します。

• プリセットを消去するには、ゴミ箱に移動します。

• プラグイン・メニューでサブフォルダが表示される様にするには、Fabrik Cのディフォルトのプ

リセット保存場所にある PRESETSフォルダ内に新しいフォルダを作成します。

NOTE: フォルダ内に最低一つのプリセットが含まれていないと、フォルダはプリセット・ファイル・メニューに表示されません。
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A/B比較

A/B ボタン

A/B比較の機能により、二つの設定を比較しながら作業を進めることができます。

プリセットの操作をはじめた段階では、A/Bボタンは灰色で表示されます。この状態は、Aと Bの内

容は同一で、比較する内容がないことを示します。

パラメーターを一つでも変更すると、メモリー「A」がアクティブとなり、A/Bボタンの「A」の部

分が光ります。パラメーターの変更内容は全て「A」に反映されます。「B」に変更すると、始点に戻

り、そこからの変更は全て「B」に反映されます。A/Bボタンを押すごとに、この二つの状態が切り

替わります。

NOTE: A/Bメモリーは、あくまでも一時的な設定の保存場所です。 FILEボタンや、セッショ

ンの保存によるプリセットの保存は、現在選択されているメモリー場所のみを保存しま

す。他の（隠れた）メモリー場所の設定は、保存されません。

MEM. ボタン

「MEM.」ボタンを押すと、A/Bメモリーが現在の設定にリセットされます。
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